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編
集
後
記

発行責任者

広報特別委員会

議　　長：松山　力弥

委 員 長：田ノ上　真
副委員長：今村　桂子
委　　員：三⻆　栄重
委　　員：稲永　辰己

　 連載11回目となる今回は「登山部」の登場です。重装備
の本格登山をイメージしての取材でしたが、そんなに大
げさではなく「山の会でもいいんじゃないの～」と、笑
顔の皆様。山を愛し楽しむ男性８名、女性14名の登山部
です。

活動状況は
　登山部の活動は30年以上続いています。最高齢はなん
と86歳の方もいらっしゃるそうです。
　通常は、だいたい月２回のペースで活動しています。
雨天になると残念ながら中止です。最近は、近隣の宝満
山・若杉山・四王寺山や許斐山などに登りました。かつ
ての活動で、遠くは北海道の旭岳、富士山にも登ったそ
うです。近場では朝８時出発。足を延ばすところでは宿
泊したり、温泉を楽しむことも。

山に登りませんか
　登山部は、初心者からベテランまで、経験とレベルに
合わせて楽しめます。須恵町は岳城と若杉山が身近で、
鍛錬にもなり、いい環境です。一望できる博多湾が絶景

だとか。
　山登りの魅力は、なんと言っても爽快感と達成感。高
い山ほど達成感が大きい。そして健康にもいい！木々や
草花の自然とのふれあいも楽しみの一つです。
　ここで一言。
「無理をせず、安全に帰るまでが山登り」

議会広報を読んで
　追跡がいいですね。表紙も笑顔がいい。知っている人
が出ていると見ますよ。

　なんだそうです。
　あなたも山を楽しみませんか？

【山登りの三種の神器とは】
　　①かっぱ（上下）
　　②靴
　　③リュックサック

　
僭せ
ん

越え
つ

な
が
ら
、
昨
年
、
須
恵
町

の
議
会
だ
よ
り
が
全
国
10
位
の
栄

誉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
編
集
委
員・
事
務
局
の
努
力
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ご
協
力
く
だ

さ
っ
て
い
る
各
位
の
お
力
の
賜た
ま
物も
の

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
は
、
町
政
や
議
員

の
仕
事
を
、
議
員
目
線
で
編
集
し
、

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各

種
団
体
の
活
動
を
紹
介
す
る
企
画

も
好
評
で
す
。

　
そ
こ
で
気
に
な
る
の
が
、
皆
様

が
応
援・
注
目
し
て
い
る
議
員
の

活
動
は
伝
わ
っ
て
い
る
の
か
な
？

繋つ
な
が
り
を
感
じ
ら
れ
る
か
な
？
と

い
う
こ
と
で
す
。
年
間
４
回
発
行

の
限
ら
れ
た
誌
面
で
は
、
伝
え
き

れ
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
交
流
が
減
っ
て

い
る
分
、
さ
ら
に
研
究
を
重
ね
発

信
力
を
高
め
て
い
き
た
い
と
、
決

意
も
新
た
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。�

田
ノ
上
　
真

須恵町のスポーツ団体・文化団体を紹介します。みなさんも一緒にやってみませんか？

副部長
中
なか

村
むら

　春
はる

代
よ

さん
副部長
合
ごう

屋
や

　豊
とよ

子
こ

さん

登山部第11回



松山  力弥  議長

コロナ禍から コロナ過へ

慢
性
的
な
渋
滞
の
緩
和
へ

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

２
億
３
１
７
８
万
円
を
増
額
　
総
額
１
１
４
億
４
４
３
０
万
円

道
路
拡
幅
に
向
け
て

不
動
産
売
払
収
入

�

　
3
4
6
2
万
円

　
県
道
筑
紫
野
古
賀
線
用
地
買
収
に
と
も
な

い
、
売
払
収
入
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
宇
美
町
と
の
町
境
で
あ
る
新
原
工

業
団
地
入
口
か
ら
須
恵
中
央
交
差
点
ま
で
の

区
間
に
お
い
て
、
道
路
拡
幅
に
必
要
な
用
地

買
収
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

前
倒
し
で
着
手 

　
須
恵
中
央
駅
前
付
近
は
、
慢
性
的
な
交
通

渋
滞
に
よ
っ
て
、
救
急
車
な
ど
の
緊
急
車
両

の
走
行
へ
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
住
民
の
生
活
環
境
に
も
悪
影

響
を
及
ぼ
し
、
駅
の
利
用
者
に
と
っ
て
も
、

車
で
の
送
迎
な
ど
大
変
不
便
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
県
に
対
し

道
路
拡
幅
計
画
の
前
倒
し
を
要
望
し
、
須
恵

中
央
交
差
点
の
改
良
工
事
は
令
和
４
年
１
月

か
ら
始
ま
る
と
の
こ
と
で
す
。

 

令
和
５
年
度
の
完
成
を
目
指
し 

　
地
盤
改
良
工
事
や
舗
装
工
事
な
ど
を
経
て
、

信
号
機
や
道
路
照
明
灯
が
新
た
に
設
置
さ
れ
、

令
和
５
年
度
の
完
成
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

２
車
線
か
ら
３
車
線
へ 

　
完
成
す
れ
ば
、
筑
紫
野
古
賀
線
（
双
方

向
）
は
、
右
折
レ
ー
ン
、
直
進
レ
ー
ン
、
左

折
レ
ー
ン
の
３
車
線
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
須
恵
中
央
駅
か
ら
役
場
方
面
に
向

か
っ
て
の
県
道
志
免
須
恵
線
も
、
同
様
に
３

車
線
に
な
り
ま
す
。

健
診
結
果
の
閲
覧
が
可
能
に

住
民
健
診
事
業
に
か
か
る

シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料�

４
４
０
万
円

　
健
診
結
果
等
の
様
式
標
準
化
お
よ
び
健
診

情
報
連
携
に
と
も
な
う
シ
ス
テ
ム
改
修
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
健
診
結
果
等
の
電
子
化
し

た
情
報
を
、
転
居
時
に
市
町
村
間
で
引
き
継

ぐ
仕
組
み
や
、
個
人
が
自
分
の
健
診
結
果
を

一
元
的
に
確
認
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る

も
の
で
す
。

①
健
診
結
果
等
の
様
式
標
準
化

　
健
診
機
関
か
ら
自
治
体
へ
提
出
す
る
健
診

結
果
の
標
準
様
式
を
、
町
が
管
理
す
る
健
康

管
理
シ
ス
テ
ム
に
取
り
込
め
る
よ
う
に
改
修

し
ま
す
。

②
健
診
情
報
連
携

　
町
が
管
理
す
る
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
に
登

録
さ
れ
て
い
る
健
診
結
果
の
一
部
デ
ー
タ
を
、

国
が
管
理
す
る
サ
ー
バ
ー
に
も
登
録
で
き
る

よ
う
に
改
修
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
市
町
村
間
で
の
情
報
連
携

が
で
き
、
受
診
者
自
身
が
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

を
利
用
し
て
閲え

つ

覧ら
ん

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

全員賛成可決

令和３年第４回定例会は、12月７日から15日までの９日間で行われました。
審議の結果、提案された議案12件を原案のとおり可決しました。また、議　　員提案の議案および意見書についても可決しました。

須恵中央交差点
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12
月
定
例
会

臨
　時
　会

一
般
質
問

対
談（
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
）

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
会
あ
れ
こ
れ

12
月
定
例
会

コロナ禍から コロナ過へ12月
定例会

令和３年第４回定例会は、12月７日から15日までの９日間で行われました。
審議の結果、提案された議案12件を原案のとおり可決しました。また、議　　員提案の議案および意見書についても可決しました。

予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
質
疑
か
ら

Q&Aシ
ス
テ
ム
改
修
を
し
、
自
分
の
健
診

結
果
が
閲
覧
で
き
る
と
説
明
が
あ
っ

た
が
、
全
て
の
結
果
に
つ
い
て
閲
覧
で
き
る

の
か
。

健
康
増
進
課
長

今
回
の
改
修
の
対
象
と
な
る
も
の
は
、

が
ん
検
診
（
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
肺
が
ん
、

子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
）
お
よ
び
骨
粗
し
ょ
う

症
検
診
、
歯
周
疾
患
検
診
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
診
と
な
っ
て
い
る
。

　
特
定
健
診
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

閲
覧
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

庁
舎
等
補
修
工
事
請
負
費

�

３
２
０
万
円

工
事
個
所
は
ど
こ
を
予
定
し
て
い
る

の
か
。

総
務
課
長

庁
舎
の
別
棟
倉
庫
の
防
水
工
事
を
予

定
し
て
い
る
。
８
月
の
大
雨
で
倉
庫
全
体
が

雨
漏
り�

し
、
現
在
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
で
応
急

処
置
を
し
て
い
る
。

　
こ
の
別
棟
倉
庫
は
、
庁
舎
と
同
じ
く
建
設

か
ら
32
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
。
倉
庫
の
使
用
状
況
や
需
要
、
庁
舎
駐
車

場
の
利
用
台
数
の
増
加
な
ど
、
建
設
当
時
と

状
況
は
変
わ
っ
て
き

て
い
る
。

　
30
年
後
を
見み

据す

え
、

庁
舎
敷
地
の
有
効
利

用
に
つ
い
て
、
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

自
分
の
健
診
結
果
を
閲
覧
す
る
に
は
、

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
良
い
の
か
。

健
康
増
進
課
長

簡
単
な
方
法
と
し
て
は
、
携
帯
に
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
ア
プ
リ
を
登
録
し
、
そ
の

ア
プ
リ
を
開
い
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

読
み
込
み
、
自
分
の
知
り
た
い
情
報
を
見
に

行
く
と
い
う
流
れ
に
な
る
。

利
用
方
法
が
分
か
ら
な
い
人
へ
使
い

方
を
教
え
る
な
ど
、
何
か
考
え
て
い

る
の
か
。健

康
増
進
課
長

公
開
は
、
来
年
度
を
予
定
し
て
い
る
。

時
期
が
来
た
ら
、
広
報
紙
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
て
い
き
た
い
。

閲
覧
で
き
る
健
診
結
果

そ
の
内
容
は
？

庁
舎
等
補
修
工
事

そ
の
内
容
は
？

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
の
閲
覧

そ
の
方
法
は
？

Q

Q

QQ

A

A

AA

一
部
抜
粋

庁舎裏側

ここ

3 須恵町議会だより№222　令和４年 ２月４日発行

12
月
定
例
会

臨
　時
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一
般
質
問

対
談（
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
会
あ
れ
こ
れ

12
月
定
例
会



その他の

議 案
12 月 定 例 会

　
補
正
予
算
　

　
一
般
会
計
（
第
８
号
）

　
３
億
３
０
４
４
万
円
を
追
加

　
総
額
１
１
７
億
７
４
７
５
万
円

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

10
万
円
一
括
給
付
へ

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
　

�

歳
出
　
３
億
44
万
円
増
額

　
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、
18

歳
以
下
の
子
ど
も
一
人
当
た
り
10
万
円
が
給

付
さ
れ
ま
す
。
（
所
得
制
限
あ
り
）

　
当
初
は
、
５
万
円
の
現
金
を
令
和
３
年
中

に
給
付
し
、
令
和
４
年
春
ご
ろ
に
５
万
円
相

当
分
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
給
付
す
る
予
定
で
し

た
が
、
国
の
方
針
が
変
わ
り
、
10
万
円
の
現

金
一
括
で
の
給
付
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
後
か
ら
ク
ー
ポ
ン
券
で
給
付

予
定
だ
っ
た
５
万
円
分
の
予
算
が
、
急
き
ょ

増
額
補
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
給
付
金
事
業

に
か
か
る
予
算
の
総
額
は
、
11
月
臨
時
会
で

増
額
補
正
し
た
３
億
３
３
２
万
円

と
合
わ
せ
、
６
億
３
７
６
万
円
と

な
り
ま
す
。

　
特
別
会
計

◇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
２
５
６
１
万
円
を
追
加

　
総
額
30
億
４
９
３
２
万
円

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◇
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
29
万
円
を
追
加

　
総
額
３
億
８
３
２
９
万
円

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◇
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
７
万
円
を
減
額

　
総
額
11
億
５
９
９
３
万
円

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◇
水
道
事
業
会
計

　
収
益
的
支
出
　
３
３
８
万
円
を
追
加

　
総
額
６
億
２
０
７
１
万
円

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　
財
産
の
取
得
・
無
償
譲
渡
　

　
イ
オ
ン
ク
ラ
ス
タ
ー
除
菌
脱
臭
装
置

　�

46
台

　
取
得
価
格
　
９
３
２
万
円

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
、
小
中
学
校
お
よ
び
幼
児
園
等
に
設
置
す

る
こ
と
で
、
感
染
拡
大
の
リ
ス
ク
を
低
減
し
、

継
続
し
た
保
育
・
教
育
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
同
様
に
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
町

内
の
私
立
保
育
園
や
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

等
の
施
設
へ
無
償
で
譲
渡
し
ま
す
。

　
財
産
の
無
償
譲
渡
お
よ
び
貸
付
　

　
民
営
化
に
と
も
な
い
、
ア
ザ
レ
ア
幼
児

園
・
れ
い
ん
ぼ
ー
保
育
園
・
れ
い
ん
ぼ
ー
幼

稚
園
に
つ
い
て
、
譲
渡
お
よ
び
貸
付
を
行
い

ま
す
。�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

そ の 他 の 採 決 結 果
押印の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例の制定
住民の利便性の向上および負担軽減を目的とした押印の見直しが行われ、手続きの際の押印が一部不要になる。 全員賛成で可決

須恵町消防団条例の一部改正
消防団員の報酬等の基準が定められたことによる改正で、出動した場合の出動報酬額については、訓練等の場合と
災害の場合とで異なるようになる。

全員賛成で可決

須恵町国民健康保険条例の一部改正
被保険者が出産した際の、出産育児一時金の支給額が令和４年１月１日から変わる。（産科医療補償制度の掛金を
含めた総額は変わらない。）改正前　４０４，０００円　⇒　改正後　４０８，０００円

全員賛成で可決

須恵町議会会議規則の一部改正　議員発議
請願者の利便性の向上および負担軽減を目的とした押印の見直しが行われ、手続きの際の押印が一部不要になる。 全員賛成で可決         

アザレア幼児園 れいんぼー保育園・幼稚園

無償譲渡する財産 令和４年４月１日付　備品一式

貸付する財産 土地および建物

貸付する期間 令和４年４月１日～令和34年３月31日（30年間）

貸付の価格
土地 無償貸付

建物 月額５0万円 月額30万円

無償譲渡及び貸付の相手方 社会福祉法人　未来福祉会 社会福祉法人　豊和福祉会

無償譲渡および貸付一覧
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第４回　臨時会
令和３年10月25日

第５回　臨時会
令和３年11月29日

　新
しんきょう

疆ウイグル自治区で、大規模で恣
し

意
い

的な勾
こうりゅう

留、人権弾圧が中国当局によって行われていることを国
際社会は深く憂

ゆ う

慮
り ょ

しています。
　しかし、日本政府は、「人権状況について懸

け

念
ね ん

をもって注視している」という趣旨の発言に留
と ど

まって
います。
　よって須恵町議会は、日本政府として調査し、各種問題があった場合は、抗議をすることを要請しま
す。（一部抜粋）

  意見書提出先  

　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　外務大臣　

　令和３年度一般会計補正予算
　　１億３０３５万円を追加　➡　総額１０９億９２０万円　

　子どものコロナ感染防止へ
　　抗菌抗ウイルスコーティング委託料　２５４０万円
　　 　コロナウイルス感染防止対策として、抗菌抗ウイルス効果がある無

む

光
こ う

触
しょく

媒
ば い

のコーティングを
室内全域に行います。

　　実施する施設
　　　アザレア幼児園　れいんぼー保育園　れいんぼー幼稚園　南幼稚園　各学童保育所
　　　各小中学校　やまももルーム

　小規模事業者を応援
　　事業者支援事業　２５０７万円増額
　　 　ウィズコロナ、アフターコロナの社会において、町内に店舗や事務所を置く小規模事業者が

経営継続のために行う、新技術や新製品、新サービスの開発、または感染症対策のための設備
投資に対し、一事業者につき上限１００万円の支援を行います。

　令和３年度一般会計補正予算

　子育て世帯への臨時特別給付金
　　３億３３２万円を追加　➡　総額１１２億１２５２万円
　　 　子育て世帯に対する支援として、18歳以下の子ども一人当たり５万円が給付されます。
　　※その後、国の方針が変わり、10万円の一括現金給付になりました。（P4参照）

中華人民共和国による人権侵害問題に対する
調査及び抗議を求める意見書

議員発議

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決
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1
答弁中の平松町長

　

激
変
す
る
社
会
情
勢
や
新
た
な

潮
流
に
対
応
す
る
た
め
、
的
確
な

課
題
の
把
握
と
解
決
に
向
け
た
選

択
、
集
中
に
よ
る
施
策
を
展
開
さ

れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
現
在
、
少
子

高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
本
町
で

も
例
外
で
は
な
く
、
５
人
に
１
人

が
高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
も
就
職
等
で
ふ
る
さ
と

を
離
れ
、
そ
の
地
で
新
し
い
家
族

を
形
成
し
、
な
か
な
か
、
ふ
る
さ

と
に
戻
る
こ
と
が
減
少
し
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。

　
放
置
さ
れ
て
い
る
先
祖
代
々
の

墓
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
共
同

墓
地
の
管
理
に
お
い
て
も
高
齢
化

が
進
み
、
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　
早
期
に
町
営
に
よ
る
墓
地
な
ら

び
に
納
骨
堂
の
建
設
を
強
く
望
み

ま
す
。

町
営
墓
地
お
よ
び
納
骨
堂
の
計
画
は

猪
い

谷
た に

 繁
し げ

幸
ゆ き

  議員

慎
重
に
協
議

生
活

（写真はアクリル板を通しているため不鮮明になっています）

問

　
須
恵
町
の
墓
地
の
ほ
と
ん
ど
が
、

昭
和
23
年
の
法
施
行
以
前
か
ら
開

設
さ
れ
て
い
る
「
み
な
し
墓
地
」

で
す
。
み
な
し
墓
地
に
は
、
地
域

の
共
同
墓
地
、
宗
教
団
体
な
ど
の

共
同
墓
地
、
個
人
墓
地
の
３
種
類

が
あ
り
ま
す
。
墓
地
の
集
約
は
理

想
で
は
あ
り
ま
す
が
、
仮
に
町
営

の
墓
地
や
納
骨
堂
を
開
設
し
た
と

し
て
も
、
先
祖
代
々
受
け
継
い
で

こ
ら
れ
た
場
所
か
ら
簡
単
に
移
っ

て
く
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
無
縁
墓
が
増

え
る
こ
と
は
問
題
で
す
。
今
後
、

無
縁
墓
が
増
え
な
い
よ
う
、
相
談

窓
口
や
永
代
供
養
し
て
く
れ
る
墓

へ
の
改
葬
等
の
周
知
が
必
要
に
な

っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
墓
地
や
納
骨
堂
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
い
ず
れ
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
一
昨
年
、
私
が
構
想
す
る
墓
地

霊
園
事
業
を
実
施
し
て
い
る
横
浜

市
を
議
会
で
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
各
位
も
こ
の
方
法
な
ら
良
い

の
で
は
な
い
か
と
ご
理
解
い
た
だ

い
た
と
思
い
ま
す
。

　
町
が
墓
地
霊
園
事
業
を
推
進
す

る
に
当
た
り
、
高
齢
化
に
と
も
な

う
町
民
福
祉
事
業
と
す
る
か
、
あ

る
程
度
費
用
が
回
収
で
き
、
継
続

的
な
町
財
政
負
担
が
な
い
収
益
事

業
と
す
る
か
、
２
つ
の
方
法
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
町
民
福
祉
に
向

け
て
の
墓
地
霊
園
事
業
へ
の
財
政

投
資
は
、
今
は
、
な
か
な
か
難
し

い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
収
益

事
業
と
し
て
考
え
た
場
合
、
慎
重

に
し
な
い
と
、
財
政
破は

綻た
ん

に
つ
な

が
る
危
険
な
事
業
で
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
今
後
、
議
員
各
位
と
共
に
協
議

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

答
平
山
地
域
振
興
課
長

答
平
松
町
長
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ここが 聞 きた い！

一
般
質
問

2
　

平
成
30
年
５
月
に
平
松
町
長
が

就
任
し
て
早
く
も
来
春
に
は
１
期

目
の
節
を
迎
え
ま
す
。
前
中
嶋
町

政
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
も
新
た
な

政
策
を
起
こ
し
、
町
長
が
課
題
と

し
て
い
た
「
稼
ぐ
力
」
も
よ
い
形

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
に
も
関
わ
ら
ず
、
財
政
調
整
基

金
等
の
合
計
額
は
28
億
円
を
超
え
、

人
口
も
２
万
９
千
人
台
に
達
し
ま

し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
温
暖
化
に
よ

る
災
害
の
多
発
、
少
子
化
・
高
齢

化
・
格
差
の
拡
大
が
進
む
社
会
状

況
は
、
須
恵
町
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
こ
こ
で
伺
い
ま
す
が
、
町
長
は
、

こ
れ
か
ら
の
須
恵
町
の
課
題
は
ど

こ
に
あ
り
、
ど
う
い
う
舵
取
り
が

必
要
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

平
松
町
政
の
成
果
と
今
後
の
展
望
は

田
た

ノ
の

上
う え

 真
まこと

  議員

将
来
人
口
３
万
人
を
見
据
え
て

ま
ち
づ
く
り

（写真はアクリル板を通しているため不鮮明になっています）

問

　
須
恵
町
の
将
来
人
口
３
万
人
を

見み

据す

え
て
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行

う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
教

育
、
福
祉
対
策
も
さ
ら
に
充
実
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
今
ま
で
以
上
に
、

ハ
ー
ド
面
で
の
財
政
負
担
が
伴
う

事
業
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
議
員
各
位
に
お
諮は

か

り
し
な
が

ら
実
施
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
業
で

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ

実
施
す
べ
き
事
業
（
宿
題
）
や
喫き

っ

緊き
ん

の
課
題
も
多
く
、
１
期
目
で
投

げ
出
す
の
は
ど
う
か
な
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
ば
か
り
は
、
地
元
の
後

援
会
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら

に
諮
り
、
ご
意
見
等
を
聞
い
た
う

え
で
、
議
会
に
報
告
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

答
平
松
町
長
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3
答弁中の平松町長

　

最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
等
で
「
生
理

の
貧
困
」
に
つ
い
て
報
道
が
な
さ

れ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

経
済
的
理
由
か
ら
生
理
用
品
を
購

入
で
き
ず
に
苦
し
ん
で
い
る
女
性

が
増
え
て
い
ま
す
。
内
閣
府
の
調

査
に
お
い
て
、
令
和
３
年
７
月
現

在
、
「
生
理
の
貧
困
」
に
係
る
取

り
組
み
状
況
は
、
全
国
的
に
み
て

も
福
岡
県
は
中
位
で
進
ん
で
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。

　
町
で
は
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
、

非
接
触
水
栓
等
の
整
備
が
な
さ
れ

て
お
り
、
ト
イ
レ
に
は
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
が
当
然
の
よ
う
に
置

か
れ
て
い
ま
す
が
、
生
理
用
品
に

つ
い
て
は
自
己
責
任
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
「
生
理
の
貧
困
」
に

対
す
る
須
恵
町
の
支
援
策
に
つ
い

て
お
尋
ね
し
ま
す
。

「
生
理
の
貧
困
」
に
係
る
取
り
組
み
は

稲
い な

永
な が

 辰
た つ

己
み

  議員

個
々
に
対
応

生
活

（写真はアクリル板を通しているため不鮮明になっています）

問

　
生
理
の
貧
困
に
特
化
し
た
支
援

策
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
行
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
収

入
が
減
り
、
生
活
が
苦
し
く
な
ら

れ
た
方
に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

が
窓
口
に
な
っ
て
生
活
福
祉
資
金

貸
付
制
度
を
紹
介
し
、
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
に
は
、
生

理
用
品
は
設
置
し
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
生
理
用
品
が
な
く
困
っ
て
い

る
よ
う
な
児
童
・
生
徒
に
は
保

健
室
で
配
布
し
て
対
応
し
て
い
ま

す
。
必
要
な
際
に
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
安
心
し
て
相
談

し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
す
。
同

様
に
、
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
に
も
、

生
理
用
品
を
設
置
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
災
害
時
の
備
蓄
品
と

し
て
保
管
し
て
い
る
生
理
用
品
が

あ
り
ま
す
の
で
、
緊
急
時
に
は
、

対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。
な
お
、
公
共
施
設
の
ト
イ
レ

に
生
理
用
品
を
設
置
す
る
こ
と
は

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
現
在

の
と
こ
ろ
「
生
理
の
貧
困
」
を
防

ぐ
た
め
に
、
各
種
団
体
や
企
業
と

の
協
議
を
検
討
す
る
予
定
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　
小
中
学
校
や
公
共
施
設
の
ト
イ

レ
に
生
理
用
品
を
置
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
な
の
か
。
学
校
で

は
、
児
童
・
生
徒
か
ら
相
談
が
あ

れ
ば
、
保
健
室
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
須
恵
町
に
お
い
て
は
、

買
う
だ
け
の
生
活
資
金
を
お
貸
し

で
き
る
仕
組
み
も
つ
く
っ
て
い
ま

す
の
で
、
町
の
事
業
と
し
て
、
喫き

っ

緊き
ん

に
提
供
し
な
く
て
も
良
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
担
当
課
長
が
説
明
し
た
内
容
で
、

今
後
し
ば
ら
く
対
応
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

答
諸
石
総
務
課
長

答
平
松
町
長

町 政 を 問 う !
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般
質
問

4
　

須
恵
町
で
は
、
防
災
セ
ン
タ
ー

や
南
幼
稚
園
の
建
設
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
老
朽
化
し
た
建
物
の
改

修
工
事
も
想
定
さ
れ
ま
す
。
須
恵

町
の
発
展
の
た
め
に
は
、
土
木
・

建
築
な
ど
の
技
術
職
員
や
企
業
立

地
・
I
C
T
な
ど
の
新
た
な
分
野

の
専
門
的
な
業
務
に
対
応
で
き
る

人
材
確
保
も
必
要
で
す
。

　
職
員
採
用
試
験
で
の
一
級
建
築

士
資
格
や
実
務
経
験
者
な
ど
の
民

間
経
験
者
採
用
の
検
討
は
あ
り
ま

す
か
。
建
築
専
門
職
は
40
歳
ま
で

受
験
資
格
で
す
が
、
民
間
経
験
者

を
積
極
的
に
採
用
す
る
た
め
、
さ

ら
に
年
齢
要
件
を
緩
和
す
る
こ
と

や
福
岡
都
市
圏
に
お
け
る
人
事
交

流
を
積
極
的
に
進
め
、
多
様
な
人

材
の
確
保
・
育
成
を
図
る
な
ど
の

検
討
に
つ
い
て
お
考
え
は
あ
り
ま

す
か
。

多
様
な
人
材
の
確
保
・
育
成
は

今
い ま

村
む ら

 桂
け い

子
こ

  議員

積
極
的
に
採
用

組
織

（写真はアクリル板を通しているため不鮮明になっています）

問

　
現
場
で
の
経
験
や
先
輩
職
員
に

よ
る
知
識
、
経
験
の
伝
達
で
、
技

術
系
職
員
を
育
成
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
町
民

の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
複
雑
化
に

よ
り
、
そ
し
て
一
人
ひ
と
り
の
忙

し
さ
も
増
し
、
技
術
の
継
承
が
難

し
く
な
っ
た
結
果
、
専
門
的
知
識

を
習
得
し
た
職
員
が
少
な
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
実
務
研
修
な
ど
に

積
極
的
に
参
加
し
て
、
技
術
系
職

員
の
育
成
を
継
承
し
て
い
く
と
と

も
に
、
他
市
町
と
の
連
携
や
民
間

委
託
な
ど
、
人
材
確
保
、
人
材
育

成
の
方
策
を
探
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
以
前
は
、
施
工
管
理
技
士
等
の

専
門
職
を
ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ

し
た
り
、
測
量
士
の
免
許
を
持
っ

た
人
が
採
用
試
験
を
受
け
た
り
な

ど
職
員
の
確
保
は
で
き
て
い
ま
し

た
。
年
数
が
経
つ
ご
と
に
皆
さ
ん

退
職
し
、
専
門
職
の
継
承
が
う
ま

く
い
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
建
設
に
お
い
て
も
土
木
に
お
い

て
も
、
定
年
退
職
者
で
一
級
建
築

士
や
施
工
管
理
技
士
の
免
許
を

持
っ
て
い
る
人
を
探
し
て
い
る
の

で
す
が
、
企
業
も
な
か
な
か
手
放

し
ま
せ
ん
。

　
人
材
の
確
保
は
、
私
自
身
も
危

機
感
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
年

齢
関
係
な
く
積
極
的
に
採
用
の
交

渉
を
し
て
い
き
ま
す
。

答
諸
石
総
務
課
長

答
平
松
町
長

町 政 を 問 う !
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松山 力弥 議長 田ノ上 真 議員

今村 桂子 議員 三⻆ 栄重 議員 稲永 辰己 議員 令和３年11月８日対談

議会×須恵町シニアクラブ連合会 座談会

※対談中は、撮影時のみマスクを外してもらいました。

豊かで活力あるシニア期を

課題は？
課題はありますか

活動内容は？
活動内容は
どのようなものですか シニアクラブ

会員の増員と役員のなり手がいない
のが課題です。平均年齢も80前後と
高くなり、若返りを図ることが必要
です。魅力を伝え、若い人にも入っ
てもらう工夫が大事だと思います。
コロナ禍の活動も課題ですが、「感
染防止」と「健康維持」を両立させ、
会員の「居場所づくり」および「出
番づくり」に積極的に取り組んでい
ます。

シニアクラブ
・ 広報部会では、「老倶たより」の

広報誌を発行しています。
・ 教養部会では、「高齢者学級・会

員の集い」を計画し、実施してい
ます。
・ 健康推進部会では、健康づくりを

計画し、実施しています。
・ 研修部会では、研修旅行や初詣を

計画し、実施しています。
・ 女性部は、愛の一声運動の推進、

高齢者相互支援活動の推進、１円
玉募金活動の推進、その他研修や
施設などの社会見学を実施してい
ます。

高齢者に寄り添った見守り活動は、
福岡県老人クラブ連合会から高い評
価を受けています。

シニアクラブ
それぞれの支部に愛称があり、地域
に根ざしたさまざまな活動をしてい
ます。コーラスやフラダンス、カラ
オケなど、趣味を活かしたクラブ活
動もあります。

シニアクラブ
会員全体では、４月に総会を行い、
研修旅行や新春初詣で親睦を深めて
います。

私の住んでいる地区『若草会』の例会（２カ月に
１回）では、弁当・みそ汁を食べながら、交流し
ています。
お酒を飲みながら、カラオケで歌ったりして、11
時から1３時半まで楽しいひと時を過ごしています。

フレイル（虚弱）予防   と社会的孤立化の防止
広報すえ（若杉クラブだより）に掲載してい
ただき、入会希望の連絡が社会福祉協議会に
来るようになり、嬉しいです。これからも、
シニアクラブについて発信し、会員増につな
げていきたいです。

副会長（事務局長兼務）

藤
とう

 英
ひで

寿
と

 さん
総　務

白
しろうず

水 勝
かつ

元
もと

 さん

２４の支部の活動について�
教えてください

　高齢者が人口の４人に１人を占め、人生100年時代を迎えた今日、シニ
アクラブの活動に対する社会的な期待は、ますます大きくなっています。
　須恵町における６５歳以上は約７５00人で、そのうちの７人に１人の11３２人
がシニアクラブの会員になって活動されています。シニア期を楽しく、生
きがいをもって安心して暮らしていくために、健康で自立し、身近な仲間
と支え合いながら、住みよい地域づくりを進めていきたいものです。
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特 集 議会×須恵町シニアクラブ連合会 座談会
元気はつらつ

シニアクラブの声を聴きました

組織の体制は？
入会の年齢、会員数は何人ですか

歴史は？
須恵町シニアクラブ連合会の
あゆみを教えてください

活動の目的は？
どのような目的をもって
活動していますか

第10回

　シニアクラブは、地域を基盤とした高齢者が自主的に集まって活動する組織です。仲間づくりを通して、生きがいと健
康づくり、生活を豊かにする楽しい活動を行います。
　その知識や経験を生かして、地域の諸団体と共同し、地域を豊かにする社会活動に取り組み、明るい長寿社会づくり、
保健福祉の向上を目指し、活動に取り組んでいます。

コロナワクチン接種については、
会員宅を１軒ずつ訪問し、かか
りつけ医を聞き、予約などのア
ドバイスを行いました。
ノミニケーションが一番楽しい
です。

シニアクラブ
昭和３8年７月須恵町老人クラブ連合
会として福岡県に届け出て発足しま
した。発足して５７年目となります。

シニアクラブ
吉松ひろし先生が『若杉クラブ』の
愛称をつけられました。

シニアクラブ
３年前の令和元年４月、笹原会長の
時にシニアクラブに名称を変えまし
た。

シニアクラブ
入会年齢は、６５歳からですが、希望
者は６0歳前後から入会できます。
新入会者は、昨年が６２人、今年は4２
人です。令和３年４月時点で、会員
数は11３２人となっています。男性
486人、女性646人です。

シニアクラブ
執行部は会長含め５人です。
広報部会・教養部会・健康推進部会
・研修部会・女性部の５つの部会を
それぞれ５人の理事が担当していま
す。各地域ごとに支部（単位組合）
が２4あります。

シニアクラブ
・余生を楽しむ
・孤独な高齢者を作らない
・�高齢者自身で高齢者の福祉を支え

る（寄り添う、向こう３軒両隣、
見守り運動）
・ 高齢者の防災（地域の防災と一緒

に活動する）
・地域福祉に力を入れて協力する。
などの目的をもって、みんなで協力
しながら楽しく活動しています。

フレイル（虚弱）予防   と社会的孤立化の防止
シニアクラブに入会して、人と
の付き合いが増えました。
旅行が好きなので、春・秋・新
年のシニアクラブ会員の旅行が
楽しみです。

副会長（女性部長兼務）

辻
つじ

 桂
けい

子
こ

 さん
会　長

國
くに

嵜
さき

 猛
たけし

 さん

老人クラブからシニアクラブに
変更されたのはいつですか

組織の体制はどうなっていますか

（愛称：若杉クラブ）
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令
和
３
年
11
月
５
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
状
況
等
に
つ
い
て
、
ま
ち

づ
く
り
課
の
説
明
お
よ
び
実
際
に
バ
ス
に
乗
車
し
て
現
状
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

利
用
し
や
す
く
、
よ
り
便
利
に

委員会レポート 総務建設産業委員会

　　
町
内
の
公
共
交
通
機
関
と
し
て
、
高

齢
者
や
子
ど
も
、
身
体
の
不
自
由
な
方

に
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
地
域
密
着

型
の
バ
ス
で
す
。
福
祉
バ
ス
を
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
て
、
平
成
24
年
か
ら
本
格
運

行
。
令
和
３
年
10
月
に
路
線
の
見
直
し

を
行
い
、
そ
れ
に
併
せ
て
バ
ス
を
2
台

増
車
。
バ
ス
停
を
増
や
す
な
ど
利
便
性

の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
路
線
は
7
路
線
、
運
行
便
数
8
～
10

便
で
、
運
賃
は
中
学
生
以
上
65
歳
未
満

一
人
1
0
0
円
（
小
学
生
以
下
は
無
料
、

高
齢
者
・
障
が
い
者
は
条
件
付
き
で
無

料
）
と
し
て
お
り
、
鉄
道
や
バ
ス
が
通

ら
な
い
地
域
や
町
の
主
要
施
設
を
巡
回

し
て
い
ま
す
。

　
須
恵
町
に
は
、
Ｊ
Ｒ
、
西
鉄
バ
ス
な

動
向
調
査
（
実
施
済
み
）
。

②�

バ
ス
停
デ
ー
タ
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ

化
に
よ
り
、
民
間
の
乗
り
継
ぎ
検
索

サ
イ
ト
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
乗

降
情
報
の
閲
覧
が
可
能
に
。

③�

バ
ス
の
現
在
地
が
確
認
で
き
る
「
バ

ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
」
の
導

入
に
よ
り
、
バ
ス
の
運
行
状
況
を
気

軽
に
取
得
す
る
こ
と
が
可
能
に
。

④�

バ
ス
停
の
位
置
情
報
を
活
用
し
、
次

の
バ
ス
停
案
内
（
車
内
前
方
画
面
・

音
声
案
内
）
の
自
動
化
を
実
験
中
。

⑤�

二
酸
化
炭
素
量
の
測
定
器
を
導
入
し
、

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
「
混
雑
度
」
の

測
定
を
実
験
中
。

　
須
恵
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
福

祉
バ
ス
の
意
味
合
い
が
強
く
、
高
齢
者

無
料
化
等
を
実
施
し
て
い
る
た
め
、
運

賃
収
入
を
見
込
め
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
ま
た
、
公
共
交
通
網
の
形
成
に
関
し

て
は
、
近
隣
市
町
と
の
連
携
や
Ｊ
Ｒ
・

西
鉄
バ
ス
と
の
共
存
も
不
可
欠
で
あ
り
、

地
域
内
交
通
を
補
完
す
る
に
あ
た
り
、

明
確
な
棲
み
分
け
を
行
い
、
須
恵
町
全

体
の
交
通
網
の
形
成
を
目
指
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

ど
の
公
共
交
通
機
関
が
あ
り
ま
す
が
、

相
互
乗
り
入
れ
に
関
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
制
約
が
あ
る
た
め
、
「
須
恵
町
地
域

公
共
交
通
協
議
会
」
を
組
織
す
る
こ
と

に
よ
り
、
関
係
機
関
と
の
合
意
形
成
を

図
り
、
よ
り
良
い
地
域
公
共
交
通
の
発

展
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
か
ら
九
州
産
業
大
学
と

連
携
し
、
新
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
の
研

究
を
し
て
い
ま
す
。

①�

I
T
に
よ
る
利
用
者
の
年
齢
お
よ
び

　
今
回
、
実
際
に
バ
ス
に
乗
車
し
て
現

状
視
察
を
行
い
、
運
行
す
る
バ
ス
の
路

線
状
況
の
改
善
点
や
乗
車
さ
れ
て
い
た

お
客
様
の
生
の
声
を
聴
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
時
代
の
変
化
や
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
公
共
交
通
網
を
整
備
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
柔
軟

に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
皆
さ
ん
の

利
用
で
支
え
ら
れ
て
い
る
地
域
公
共
の

バ
ス
で
す
。
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
令
和
４
年
３
月
31
日
ま

で
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

��

須
恵
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
と
は

�

調
査
を
終
え
て

�

今
後
の
課
題

��

須
恵
町
地
域
公
共
交
通

協
議
会

実際にバスに乗車

�

新
た
な
取
り
組
み

まちづくり課と意見交換
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令
和
３
年
11
月
12
日
（
金
）
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
業
務
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
業
務
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
、
説
明
を
受
け
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
業
務
を
調
査

　
福
祉
事
業
は
、
大
き
く
６
つ
の
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
共
同
募
金
配
分

金
事
業
、
福
祉
活
動
推
進
助
成
事
業
、

資
金
貸
付
事
業
、
町
受
託
（
社
福
）
事

業
、
町
受
託
（
公
益
）
事
業
、
福
岡
県

社
会
福
祉
協
議
会
受
託
事
業
と
幅
広
く

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
推
進
、
行
政
区
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
実
施
、
障
が
い
児
放
課
後
等
対

策
な
ど
数
多
く
の
「
地
域
に
根
付
い
た

取
り
組
み
」
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
様

ご
存
じ
の
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
事

業
、
自
動
販
売
機
設
置
の
収
益
事
業
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
10
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、
総
合

相
談
支
援
、
権
利
擁
護
、
認
知
症
総
合

支
援
、
地
域
ケ
ア
会
議
推
進
な
ど
住
民

の
力
に
な
れ
る
よ
う
活
動
の
場
を
広
げ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
２
年
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、
参

加
や
交
流
を
と
も
な
う
事
業
、
対
面
で

の
活
動
は
ほ
ぼ
実
施
で
き
ず
、
住
民
主

体
の
支
え
合
い
、
助
け
合
い
、
見
守
り

等
の
活
動
も
最
小
限
の
も
の
と
な
り
ま

し
た
。
事
業
も
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

困
窮
や
孤
立
を
深
め
て
い
る
方
が
増
え

て
い
る
状
況
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
思
う
よ
う
な
活
動
が
で
き
な
か
っ
た

分
、
今
ま
で
の
顔
を
合
わ
せ
て
交
流
し
、

つ
な
が
り
を
作
る
と
い
う
支
援
が
物
理

的
に
制
限
さ
れ
る
状
況
に
ど
う
対
応
す

る
の
か
、
次
年
度
へ
向
け
て
支
援
の
在

り
方
を
検
討
し
つ
つ
、
支
援
体
制
の
構

築
へ
向
け
て
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま

す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
や
運
営
は
、

各
行
政
区
、
各
種
団
体
な
ど
の
地
域
の

協
力
を
得
な
が
ら
事
業
を
行
い
、
須
恵

町
住
民
の
た
め
に
一
丸
と
な
っ
て
日
々

業
務
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
皆
様
も
地
域
の
活
動
に
参

加
し
、
相
談
し
、
多
い
に
利
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
安
心
し
た
生
活
が
送

れ
る
と
思
い
ま
す
。

委員会レポート 文教厚生委員会

��

地
域
に
根
付
い
た�

取
り
組
み

�

今
後
の
活
動

�

調
査
を
終
え
て

社会福祉協議会との意見交換

事例をまじえて

�

コ
ロ
ナ
禍
で
は

社会福祉協議会

ホームページ

お気軽にご相談ください！
同じ建物内にある地域包括支援セ
ンターは、高齢者に関する、さま
ざまな悩みの身近な相談窓口です。
ご本人やご家族・地域の方など無
料で相談できます。

電話（０９２）４１０－９３１２
※�営業日や時間は、社会福祉協議
会と同じです。

須恵町大字上須恵１１６７番地３
電　話（０９２）９３３－２１６０

営業日　月～金（祝日を除く）
時　間　８：３０～１７：１５
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　関くんは、昨年８月に行われ
た第５1回全国中学校剣道大会に
おいて、男子個人の部（各都道
府県を代表し9６名が出場）で見
事優勝に輝きました。
　そこで、議員スポーツ連盟で
は、日頃の厳しい稽古を乗り越
え、優勝という輝かしい成果を
あげた功績に対し表彰しました。

指導者の話では、「本人の努力はもちろんですが、剣道のセ
ンスが素晴らしい」とのこと。高校でも頑張ってください！

関
せき

　慶
けい

太
た

郎
ろう

くん
（須恵中学校３年生）

議員スポーツ連盟
男澤 一夫 会長 松山 力弥 議長

須恵町議会議員
スポーツ連盟より表彰

委員会レポート 議会運営委員会

議員定数調査
特別委員会を設置

長
期
欠
席
議
員
の
取
り
扱
い

　
11
月
16
日
、
議
会
運
営
委
員
会

で
福
井
県
小
浜
市
議
会
を
訪
問
し
、

視
察
・
意
見
交
換
を
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
課
題
は
、
長
期
欠
席
議

員
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
も
の

で
す
。

　
昨
今
、
全
国
的
に
、
議
員
に
係

る
報
酬
や
諸
規
則
が
問
題
視
さ
れ

る
事
案
が
増
え
て
ま
い
り
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
病
気
等
で
長

期
に
わ
た
り
欠
席
を
続
け
る
事
例

や
、
罪
を
犯
し
た
も
の
の
確
定
判

決
に
至
ら
ず
欠
席
が
続
く
事
例
で

す
。
こ
の
場
合
、
議
員
が
職
務
を

果
た
し
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
報

酬
の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
ま
し

た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
須
恵
町
議
会

に
は
、
こ
の
よ
う
な
事
案
に
対
応

し
た
規
定
が
な
く
、
議
会
運
営
委

員
会
で
の
調
査
検
討
を
経
て
視
察

と
な
り
ま
し
た
。

　
小
浜
市
に
お
い
て
は
、
全
国
的

に
見
て
も
か
な
り
厳
し
い
基
準
で

条
例
を
制
定
し
て
い
る
こ
と
に
注

目
し
、
同
議
会
に
そ
の
詳
細
を
伺

い
つ
つ
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

法
令
の
規
定
、
議
会
の
あ
り
方
、

　
令
和
３
年
９
月
議
会
に
お
い
て
、
議
員
定
数

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
町
村
議
会
（
議
員
定
数
）
実
態
調
査
の
結
果

を
踏
ま
え
、
現
在
ま
で
に
４
回
の
会
議
を
行
い
、

・
定
数
実
態
調
査
の
報
告
と
須
恵
町
の
状
況

・
削
減
お
よ
び
現
状
維
持
に
よ
る
影
響

・
適
正
な
議
員
定
数
と
は

な
ど
の
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

住
民
の
視
点
な
ど
、
掘
り
下
げ
て

の
議
論
で
充
実
し
た
内
容
と
な
り

ま
し
た
。

　
須
恵
町
議
会
に
お
い
て
も
、
問

題
と
な
る
事
案
が
起
き
て
か
ら
で

は
遅
い
と
の
思
い
で
、
町
民
の
皆

様
に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
制
度
づ

く
り
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　今後は、民意の反映のため、区長会代表・
歴代議長代表の方々との意見交換会を予定し
ています。
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次の定例議会は
３月２日からの予定です。

本会議は一般に公開されており、
簡単な手続きで傍聴することが
できます。傍聴を希望される人
は、本会議当日に役場４階議会
事務局の窓口にお越しください。
（予約不要）

議会を

生でみて

みよう！

URL：http://www.town.sue.fukuoka.jp/

須恵町のホームページで、本議会
の会議録を公開しています。
（平成２３年以降の会議録を掲載）

　議会は、多様化する住民の意思
を反映させ、討論を通じ、議決に
より議会全体の統一的な意思を決
定する町の意思決定機関です。
　また、自らの責任において、自
主的に政策を形成することもでき
ます。
　そのためには、議員は、普段か
ら住民の声に耳を傾ける努力をし、
その声が町全体の利益となるかを

見極め、議会へ提出する必要があ
ります。
　今期の議会では、住民からいた
だいた信頼と負託に応えるべく、
改めて議会のあり方について、い
ろいろな角度から検証を進めてい
ます。
　その一つとして、適正な議員定
数の検証です。
　昨年、近隣町において、議員定
数の削減についての請願書が提出
されたことにより、民意を重く受
け止め、次期改選時から議員定数
の削減が行われることとなりまし
た。
　本町においても、昨年９月議会
において、検証機関として議員定

数調査特別委員会を設置しました。
　協議の中では、議員としての責
務を再確認し、議員の発信力不足
を反省しつつ、議会機能を十分に
発揮できる定数を調査しています。
　次の議会だよりには、その結果
を報告できるのではと思っていま
す。
　須恵町議会は、立場と現状に真

しん

摯
し

に向き合う議会でありたいと
思っています。
　今後とも、住民皆様のご理解と
ご支援をお願い申し上げます。

議会のあり方とは
その１（議員定数）

松山 力弥  議長

議長通信

ホームページで
会議録を公開
しています。

ご冥福をお祈り申し上げます

故  児玉　求 議員

児玉求議員が、令和３年1２月２4日に
亡くなられました。
心から哀悼の意を表します。

 須恵町議会議員　一同
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